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市民シンポジウム
市民が考える医療連携システム

主催：NPO法人地域診療情報連携協議会

後援：群馬大学・群馬県医師会・群馬県・NHK前橋放送局
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１３：００ ～ １３：３０

 司会進行 NHK前橋放送局キャスター 竹下裕理

開会の辞

NPO法人地域診療情報連携協議会 理事長 瀧澤清美

御来賓挨拶

群馬大学 学長 鈴木守

群馬県医師会 会長 赤沢達之

群馬県 理事 宮下智満

NHK前橋放送局 局長 光野純子
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１３：３０ ～ １４：３０

講演

「電子カルテの共有が地域にもたらす変化」

京都大学医学部附属病院 医療情報部 教授 吉原博幸
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１４：３０ ～ １４：４０

休 憩
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』
NHK解説委員 谷田部雅嗣

市民 瀧澤幸恵
市民 浅谷裕子
市民 井上牧子

高崎医師会診療所 岡本克実

群馬大学附属病院 坂本浩之助

群馬大学医学部 酒巻哲夫
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 パネリストの紹介
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 本日のおおよその流れ
 群馬県の医療連携について

 カルテなど診療記録について

 患者さんからみたカルテについて

 医療を受けることと日常の健康管理について

 情報セキュリティの大切さについて

 パネラーによる討論： 市民へのバトンタッチ
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 群馬県医師会による【OCHIS】の紹介
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電子紹介状を使った医療連携

地域での診療情報のやりとりを電子
的技術をもちいて改善するには
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OCHIS 電子紹介状

•地域中核病院および連携医療機関

•診療情報提供書および画像や各種ファイ
ルの添付

•セキュリティの高い安全なサーバーに
格納

•ICカードと公開鍵基盤をもちいた安全な
認証
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パソコンにICカードを接続しさらに
パスワード（PINコード）などを入力した

あと紹介状をやりとりする
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電子紹介状のながれ
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これからの地域医療連携の流れ

•電子化によって密度の濃い連携

•情報の共有による安心

–（かかりつけ医と病院の専門医）

•セカンドオピニオンへの活用

•患者参加型の地域医療

•予防医学を含めた地域保健システムへの
発展
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4月22日
医療連携システム ＯＣＨＩＳ

説明会

参加医療機関 ７２
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 アンケートの結果と医師から見たカルテ
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アンケート結果

年代別回答数

Ｑ１．カルテに何が書いてあるか
知っているか？

Ｑ２．カルテを見たいと思うか？

はいいいえ

はい

いいえ

Ｑ３．カルテを見たいと答えた理由は？

２０代

３０代

４０代

６０代

５０代

不明

７０代

８０代

（２％）

（２３％）

（１９％）（２５％）

（３％）（１％）

（４％）

（２３％）

（９％）

（９１％）

（５４％） （４６％）

医師の言葉が信用できない

医師の言葉が良くわからない

病気について
もっと良く知りたい

家族に病気の内容を詳しく説明したい

治療法などの選択を
きちんとしたい

その他

（４％）

（３１％）

（１７％）

（３８％）

（３％）

（７％）
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医師はカルテに何を書くのか？

２）主訴

３）現病歴

４）既往歴

６）社会歴

７）身体所見

８）問題リスト

９）初期計画

１．初診時の記録

２．毎日の記録（ＳＯＡＰ形式）

１）主観的データ（患者の訴え）
（S：subjective data）

２）客観的データ（身体所見，検査所見）
（O：objective data）

３）評価，考察
（A：assessment）

４）計画
（P：plan）

１）患者基本情報

５）家族歴
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医師はカルテを書くことによって，
診断や治療を考えている

問診

診察

問題点
整理

検査計画

治療計画

実施

実施

記録 記録 記録 記録

問診

診察

問題点
整理

検査計画

治療計画

実施

実施

記録 記録 記録 記録

初診時の記録

毎日の記録（問題が解決するまで繰り返す）
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 健康状態を自分で判断し

 生活習慣を良い方向にもっていくためには
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１４：４０ ～ １６：００

 パネルディスカッション

『市民が考える医療連携のシステム』

 セキュリティの大切さ
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医療機関の連携医療機関の連携

紹介状・カルテ紹介状・カルテ
レントゲン画像・血液検査結果レントゲン画像・血液検査結果

など、様々な診療情報など、様々な診療情報 ■■ 病気を知る病気を知る
■■ 医療を選択する医療を選択する
■■ 病気と闘う病気と闘う
■■ 家族とともに闘う家族とともに闘う

医療機関が主導で医療機関が主導で
進められており進められており
望ましいこと望ましいこと
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１６：３０ ～ １８：００

•交流会

１階 レストラン
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各研究プロジェクトと協力者（予定）

１．セキュリティシステムの研究 ㈱ブルーアイランド

２．ヘルスライフプランの研究 ㈱ビッドシステム

３．テレラジオジーの研究 コニカミノルタエムジー㈱

４．コミュニティーの研究 エヌエスティ・グローバリスト㈱

５．ICカードの研究 サンデンファシリティ㈱

６．その他 群馬県内医療機関

NPO団体 他

http://www.b-isle.com/

http://www.bid.co.jp/

http://www.konicaminolta.jp/

http://www.nstg.co.jp/

http://www.sanfore.com/
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NPO法人地域診療情報連携協議会 理事長 瀧澤清美

事務局 太田 久

お越しいただきましてありがとうございました

皆様のご参加をお願いいたします。

お問い合わせ先

前橋事務所

〒371-0017群馬県前橋市日吉町1-7-1 402
TEL:027-260-1777 FAX:027-260-1778
群馬大学分室

〒371-8511群馬県前橋市昭和町3-39-15 群馬大学医学部附属病院病診連携センター内

TEL:027-230-9000 FAX:027-230-9010
http://www.shin-ren.net/ Mail:info@shin-ren.net


